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事
業
計
画
で
予
算
案
な
ど
を
審
議

熱
心
に
審
議
を
続
け
る
全
仏
の
理
事
会
・
評
議
員
会

　
本
会
定
例
の
理

事
会
・
評
議
貝
会

が
、
二
月
四
日
午

後
一
時
か
ら
京
都

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
た
。

理
事
会
・
評
議
員

会
の
両
会
共
通
議

案
に
つ
い
て
は
合

同
で
進
行
し
、
事

業
計
画
案
、
予
算

案
、
ル
ン
ビ
ニ
ー

復
興
問
題
等
に
つ

い
て
、
慎
重
な
審

議
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
ず
評
議
貝
会

は
、
議
長
に
北
川

智
楽
師
、
議
事
録

署
名
虚
貝
に
三
音

晃
祐
、
川
井
匡
俊

の
導
師
を
選
出
し

て
、
上
程
さ
れ
た

議
案
の
審
議
に
入

っ
た
。

　
議
案
第
一
号

「
理
事
異
動
の
承

認
を
求
め
る
件
L

　
事
務
局
原
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
一
一
号
「
昭
和
六
十
二
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
原
案
賛
成
の
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

　
議
案
第
三
号
「
昭
和
六
十
二
年
歳
入
歳
出
予

算
（
案
）
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
質
疑
応
答
の
後
、
原
案
賛
成
の
意
見
が
表
明

さ
れ
た
。

　
議
案
第
四
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
事
業
推
進

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
質
疑
応
答
の
後
、
理
事
長
か
ら
次
の
理
事
会

ま
で
さ
ら
に
検
討
を
進
め
た
い
、
と
い
う
見
解

が
表
明
さ
れ
た
。

　
議
案
第
五
号
「
今
後
の
政
治
へ
の
対
応
に
つ

い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
質
疑
応
答
の
後
、
事
務
局
の
説
明
を
諒
承
す

る
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

　
議
案
第
六
号
「
本
会
財
団
創
立
三
〇
周
年
記

念
事
業
実
施
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
事
務
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
四
つ
の
事
業
に
つ

き
、
賛
成
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

創
立
記
念
事
業
の
実
施

　
理
事
会
は
、
若
槻
修
道
理
事
長
を
議
長
に
、

高
野
一
能
、
長
谷
川
霊
信
の
両
三
を
議
事
録
署

名
委
員
に
選
ん
で
審
議
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
常
務
理
事
異
動
の
承
認
を
求

め
る
件
」

　
事
務
局
原
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
昭
和
六
十
二
年
度
事
業
計
画

（
案
）
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
事
務
局
原
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
三
号
「
昭
和
六
十
二
年
度
歳
入
歳
出

予
算
（
案
）
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
質
疑
応
答
の
後
、
事
務
局
原
案
が
承
認
さ
れ

た
。　
議
案
第
四
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
事
業
推
進

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
質
疑
応
答
の
後
、
理
事
長
か
ら
次
の
理
事
会

ま
で
さ
ら
に
検
討
を
進
め
た
い
、
と
い
う
見
解

が
表
明
さ
れ
た
。

　
議
案
第
五
号
「
今
後
の
政
治
へ
の
対
応
に
つ

い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
質
疑
応
答
の
後
、
事
務
局
の
説
明
を
諒
承
す

る
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

　
議
案
第
六
号
「
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員

会
規
程
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
事
務
局
原
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
七
号
「
本
会
財
団
創
立
三
十
周
年
記

念
事
業
実
施
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
事
務
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
四
つ
の
事
業
に
つ

い
て
、
実
施
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　
報
告
事
項

　
　
　
　
①
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て

　
　
　
　
②
税
務
委
員
会
報
告

　
　
　
　
③
同
和
委
員
会
報
告

　
　
　
　
④
事
務
総
局
各
部
報
告

　
資
料
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
か

ら
報
告
が
行
わ
れ
た
。
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ル
ン
ビ
ニ
ー
な
ど
三
議
案
を
審
議

　
若
槻
理
事
長
よ
り
上
程
。
加
藤
ル
ン
ビ
ニ
ー

復
興
委
貝
会
実
行
委
員
長
、
小
田
原
総
務
部
会

長
が
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
現
地
視
察
を
報
告
。
杜
多

国
際
文
化
部
長
の
説
明
の
後
、
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
昭
和
6
2
年
度
予
算
案
の
大
網

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
L

　
若
槻
理
事
長
よ
り
上
程
。
川
島
総
務
部
長
が

昭
和
6
2
年
度
事
業
計
画
（
案
）
を
朗
読
。
続
い

て
石
川
財
務
部
長
が
説
明
の
後
、
原
案
通
り
承

認
。　
議
案
第
三
号
「
宗
教
法
人
に
お
け
る
税
務
対

策
と
資
産
保
全
に
関
す
る
制
度
推
薦
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
る
件
」

　
若
槻
理
事
長
よ
り
上
程
。
川
島
総
務
部
長
が

こ
う
し
た
制
度
の
必
要
性
を
説
明
。
そ
の
後
質

疑
応
答
が
行
な
わ
れ
た
。

…
下
伸
を
受
け
審
議
を
続
け
る
常
務
理
事
会
…

　
昨
年
十
二
月
十
六
日
午
後
一
時
よ
り
、
東
京

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
全
仏
の
常
務
理

事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
議
長
に
若
槻
修
道
理
事
長
、
議
事
録
署
名
委

貝
に
渡
辺
静
波
、
古
賀
制
二
の
両
師
を
選
ん
で

議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
異
計
画
推
進

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　　　　　　　　　　　　　　　　　の　り　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　ロ　

神奈川県宗教法人セミナー
　　200名が参加、税務に深い関心
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神
奈
川
県
仏
教
会
主

催
に
よ
る
「
宗
教
法
人

セ
ミ
ナ
ー
1
明
日
の
た

め
に
今
打
つ
手
は
何
か

i
」
（
後
援
・
全
日
本

仏
教
会
、
山
一
証
券
株

式
会
社
）
が
、
去
る
一

月
二
十
六
日
午
後
一
時

よ
り
、
横
浜
東
急
ホ
テ

ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。　
当
日
、
神
奈
川
県
内

か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者

は
約
二
百
名
、
税
務
の

関
心
度
を
反
影
し
て
か

大
盛
会
と
な
っ
た
。
主

催
者
側
の
神
奈
川
県
仏

教
会
も
こ
れ
ほ
ど
の
参

加
者
が
集
ま
る
と
は
予

想
で
き
な
か
っ
た
と
い

う
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
、
開
会
式
に
続
い
て
、
ま
ず
パ

ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
出
席
の

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
志
村
慎
吾
（
神
奈
川
県
仏
教

会
・
雪
仏
税
務
委
貝
）
、
長
谷
川
正
浩
（
全
仏
顧

問
弁
護
士
）
、
中
村
義
英
（
全
仏
税
務
委
貝
）
、
高

会
場
に
つ
め
か
け
た
参
加
者
た
ち

木
正
博
（
山
一
証
券
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
室
部
長
）
、

石
川
浩
徳
（
全
仏
財
務
部
長
）
の
五
氏
。
内
容

は
、
e
税
務
調
査
を
受
け
た
時
の
心
構
え
に
つ

い
て
、
口
反
面
調
査
と
檀
信
徒
と
の
係
わ
り
に

つ
い
て
、
㊨
支
出
科
目
の
中
の
宗
教
法
人
と
個

人
負
担
の
区
別
に
つ
い
て
、
四
住
職
の
給
与
額

の
設
定
（
決
定
）
に
つ
い
て
、
㈹
収
益
事
業
の

範
囲
に
係
わ
る
問
題
点
に
つ
い
て
、
因
公
益
法

人
（
宗
教
法
人
）
に
対
す
る
今
後
の
課
題
傾
向

に
つ
い
て
、
㈹
宗
教
法
人
に
と
っ
て
の
有
利
な

資
金
運
用
に
つ
い
て
、
の
七
項
目
。
参
加
者
は

メ
モ
を
取
る
な
ど
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
続
い
て
、
山
一
証
券
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
室
部

長
の
高
木
正
博
氏
に
よ
り
「
明
日
で
は
遅
す
ぎ

る
今
打
つ
手
は
何
か
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ

れ
、
午
後
四
時
半
に
閉
会
し
た
。

　
寺院用具
浅草通り五月会加盟店

玄翁β洪・国商店
；
一
’

東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

電話代表（841）4965
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W
F
B
大
会
の
開
会
式
、
歓
声
に
迎
え
ら
れ
仏
旗
の
入
場

　
世
界
仏
教
徒
連
盟
（
W
F
B
）
ネ
パ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
会
長
ア
ム
リ
タ
ナ
ン
ダ
師
）
主

催
に
よ
る
第
十
五
回
世
界
仏
教
徒
会
議
が
、
「
ル
ン
ビ
ニ
：
・
世
界
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
」
を

テ
ー
マ
に
、
昨
年
十
一
月
二
十
七
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
、
ネ
パ
ー
ル
の
首
都
カ
ト
マ

ン
ズ
に
お
い
て
嗣
催
さ
れ
た
。
世
界
二
十
七
ヶ
国
よ
り
、
W
F
B
加
盟
六
十
一
セ
ン
タ
ー

計
約
二
百
二
十
名
が
参
集
し
、
日
本
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
全
日
本
仏
教
会
か
ら
は
、
来
賓
と

し
て
阿
部
野
竜
正
全
仏
会
長
（
高
野
山
真
言
宗
管
長
）
が
、
代
表
団
と
し
て
は
小
田
原
利
仁

全
仏
常
務
理
事
（
曹
洞
宗
総
務
部
長
）
を
首
席
に
、
加
藤
海
晃
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教

徒
委
貝
鐘
実
行
委
貝
長
（
日
蓮
宗
宗
務
副
総
長
）
、
野
口
善
雄
全
仏
事
務
総
長
、
川
島
宏
之

全
仏
総
務
部
長
、
小
峰
立
丸
全
仏
国
際
文
化
部
次
長
が
参
加
し
た
。

会
場
埋
め
る
五
万
の
仏
教
徒

入
場
行
進
す
る
日
本
代
表
団

　
大
会
は
二
十
七
日
午
後
二
時
の
開
会
式
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
開
会
式
の
会
場
と
な
っ
た
カ
ト
マ

ン
ズ
市
内
の
競
技
場
「
ダ
シ
ャ
ラ
ス
・
ス
タ
ジ

ア
ム
」
は
、
ネ
パ
ー
ル
各
地
よ
り
集
っ
た
約
五

万
人
の
仏
教
徒
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
各
国
代

表
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
国
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を

先
頭
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
入
場
行
進
の
如
く
ス

タ
ジ
ア
ム
内
を
一
周
。
ス
タ
ン
ド
よ
り
万
雷
の

歓
迎
の
拍
手
を
う
け
た
。
W
F
B
大
会
の
開
会

式
で
こ
れ
ほ
ど
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
の
は
史

上
初
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
ス
タ
ジ
ア
ム
に
ル
ン
ビ

ニ
ー
の
華
が
散
ら
さ
れ
る
と
、
場
内
の
ム
ー
ド

は
い
よ
い
よ
高
ま
り
、
色
と
り
ど
り
の
衣
装
を

ま
と
っ
た
民
族
舞
踊
も
観
衆
を
魅
了
し
た
。

　
開
会
式
は
、
ビ
レ
ン
ド
ウ
ラ
ネ
パ
ー
ル
国
王

閣
下
を
は
じ
め
、
中
国
仏
教
会
の
趙
撲
初
氏
、
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た
こ
の
年
に
、

世
界
仏
教
徒
会

議
が
釈
尊
生
誕

の
地
で
あ
る
ネ

パ
ー
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
も

つ
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
本
大
会
が
世
界
の
平
和
と
人
類
の
幸
福
の

達
成
に
、
意
義
深
い
役
割
を
果
た
さ
れ
る
こ

と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
本
大
会
の
ご
成
功
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し

ま
す
。

　
　
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日

　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
　
中
曽
根
康
弘

全体会議に出席の日本代表

　
㈲
全
世
界
の
仏
教
徒
の
大
多
数
を
代
表
す

る
世
界
仏
教
徒
連
盟
（
W
F
B
）
の
我
ら
は
、

W
F
B
の
今
日
を
基
礎
づ
け
た
我
ち
の
先
人

た
ち
が
不
惜
身
命
の
努
力
を
傾
け
て
、
仏
陀

の
尊
い
御
教
え
を
弘
あ
、
そ
の
結
果
仏
陀
の

奉
仕
と
自
己
犠
牲
の
精
神
が
世
界
の
人
々
と

　
ω
我
ら
は
静
か
で
歴
史
あ
る
ネ
パ
ー
ル
王
国

は
「
平
和
地
域
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
ビ
レ
ン
ド
ゥ
ラ
国
王
の
呼
び
か
け
が
ネ
パ
ー

ル
政
府
な
ら
び
に
国
民
の
願
い
を
反
映
し
て
い

る
こ
と
に
思
い
を
致
し
、
こ
れ
に
対
し
全
面
的

な
支
持
を
与
え
る
こ
と
を
明
確
に
宣
言
す
る
も

彼
等
の
政
府
を
触
発
し
影
響
を
与
え
て
長
き

に
渡
り
仏
教
徒
と
し
て
の
人
生
に
導
い
て
全

世
界
を
お
お
う
こ
と
に
な
り
、
人
類
に
平
和

と
調
和
を
も
た
ら
し
た
、
そ
の
先
人
た
ち
に

よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
宣
言
の
精
神
を
再
び
こ

こ
に
主
張
し
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。

の
で
あ
る
。
従
っ
て
我
ら
は
国
連
な
ら
び
に
世

界
の
国
々
が
こ
の
平
和
へ
の
願
い
を
十
分
に
尊

重
す
る
よ
う
緊
急
の
注
意
を
喚
起
す
べ
く
こ
の

宣
言
を
強
く
推
し
す
す
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
ω
更
に
我
ら
宗
教
組
織
と
し
て
の
世
界
仏
教

徒
連
盟
は
仏
陀
の
御
教
え
に
従
い
、
．
世
界
の
平

和
と
安
定
を
促
進
す
る
為
に
世
界
規
模
の
努

力
を
払
い
、
す
べ
て
の
政
治
的
、
思
想
的
そ

し
て
人
種
的
な
障
害
を
乗
り
越
え
る
べ
き
こ

と
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ω
我
ら
は
全
世
界
を
網
羅
す
る
仏
教
徒

の
組
織
と
し
て
世
界
平
和
の
永
遠
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
り
、
且
つ
又
世
界
の
仏
教
に
と
っ
て

仏
教
精
神
の
中
心
で
あ
る
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
開

発
促
進
の
為
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
ト
ラ
ス
ト
と
共

に
協
力
し
合
う
こ
と
を
決
議
す
る
も
の
で
あ

る
。　
㈲
我
ら
は
仏
教
徒
が
少
数
者
で
あ
る
世
界

の
す
べ
て
の
国
々
の
政
府
が
そ
の
国
に
住
む

仏
教
徒
に
対
し
礼
拝
の
自
由
と
処
遇
の
平
等

を
認
め
る
よ
う
訴
え
る
も
の
で
あ
る
。

パ
ン
チ
ェ
ン
ラ
マ
氏
ら
の
顔
も
み
え
、
ル
ン
ビ

ニ
ー
開
発
計
画
の
最
高
機
関
で
あ
る
ル
ン
ビ
ニ

ー
ト
ラ
ス
ト
（
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
理
事
会
）
の

委
員
長
で
あ
り
、
ネ
パ
ー
ル
国
王
の
弟
（
第
二

王
子
）
で
あ
る
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ゥ
ラ
殿
下
の
大
会

開
会
の
挨
拶
に
よ
り
幕
を
閉
じ
た
。

　
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
各
セ
ン
タ
ー
代
表

者
に
よ
る
ネ
パ
ー
ル
国
王
へ
の
謁
見
、
ギ
ャ
ネ

ン
ド
ゥ
ラ
殿
下
主
催
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
　
「
平
和

の
地
域
ネ
パ
ー
ル
と
世
界
平
和
」
に
つ
い
て
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
が
盛
り
込
ま
れ
、
カ
ト
マ
ン

ズ
市
内
は
、
期
間
中
大
会
一
色
の
様
相
を
呈
し

た
。
　
二
十
八
日
の
午
前
中
に
、
ト
リ
プ
バ
ン
大
学

で
行
わ
れ
た
第
一
回
全
体
会
議
の
席
上
、
全
仏

会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
阿
部
野
会
長
よ
り
読
ま

れ
、
ま
た
中
曽
根
内
閣
総
理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
小
田
原
首
席
代
表
に
よ
り
代
読
さ
れ
、
こ

の
首
相
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
三
十
日
の
カ
ト
マ

ン
ズ
の
新
聞
の
一
面
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
ネ
パ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
今
大
会
の
一
番
の

特
色
は
、
テ
ー
マ
に
も
な
っ
て
い
る
ル
ン
ビ
ニ

ー
開
発
へ
の
世
界
の
仏
教
徒
の
強
い
関
心
で
あ

る
。　
大
会
中
に
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
の
た
め
の
い
く

つ
か
の
寄
付
が
行
わ
れ
、
ま
ず
W
F
B
本
部
よ

り
同
本
部
が
中
心
と
な
っ
て
集
め
て
い
る
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
の
中
央
友
情
橋
建
設
の
た
め

の
資
金
の
一
部
と
し
て
十
四
万
七
千
四
百
六
十

一
ド
ル
（
約
二
千
二
百
万
円
）
が
、
ル
ン
ビ
ニ

ー
ト
ラ
ス
ト
委
員
長
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ゥ
ラ
殿
下
へ

手
渡
さ
れ
た
。

　
ま
た
二
十
九
日
に
は
、
ア
メ
リ
カ
ル
ン
ビ
ニ

i
開
発
委
一
会
常
任
理
事
の
カ
ー
ル
・
ス
プ
リ
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ン
ガ
ー
氏
が
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ゥ
ラ
殿
下
を
謁
見
し
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
の
「
ウ
・
タ
ン
ト
平
和

セ
ン
タ
ー
」
建
設
の
た
め
の
資
金
の
一
部
と
し

て
十
万
ド
ル
（
約
千
五
百
万
円
）
り
小
切
手
を

手
渡
し
た
。

　
ま
た
決
議
事
項
と
し
て
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発

計
画
を
推
進
す
べ
く
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
ト
ラ
ス
ト

に
協
力
し
て
い
く
た
め
に
、
仏
教
徒
の
み
の
委

員
会
（
W
F
B
・
G
R
C
B
B
）
の
結
成
が
採

択
さ
れ
、
そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、

本
年
の
四
月
ま
で
に
W
F
B
執
行
委
貝
会
に
て

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
の
他
、
W
F
B
の
年
会
費
が
七
十
五
ド
ル

よ
り
百
ド
ル
に
、
入
会
金
が
百
ド
ル
か
ら
二
百

ド
ル
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
W
F
B
本
部
の
運

営
が
そ
の
多
く
を
タ
イ
国
政
府
の
援
助
に
頼
っ

て
い
る
現
状
を
考
え
る
時
、
W
F
B
の
財
政
的

基
盤
の
確
立
こ
そ
急
務
で
あ
る
こ
と
を
各
加
盟

セ
ン
タ
ー
が
痛
感
し
た
た
め
で
、
大
会
期
間
中

に
多
く
の
セ
ン
タ
ー
か
ら
W
F
B
本
部
の
財
政

担
当
者
に
、
運
営
援
助
金
が
渡
さ
れ
た
。

　
来
る
第
十
六
回
大
会
の
開
催
国
に
つ
い
て
は

決
定
を
み
な
か
っ
た
が
、
会
議
は
六
日
間
に
わ

た
り
大
会
宣
言
の
採
択
な
ど
予
定
を
滞
り
な
く

消
化
し
、
各
国
代
表
は
平
和
の
地
ネ
パ
ー
ル
を

後
に
し
た
。

…
　
W
F
B
ξ
い
て

…
　
　
W
F
B
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）
は
、
昭
和

…
二
三
年
・
ス
リ
ラ
ン
カ
の
首
都
コ
。
ン
ボ

…　

ﾉ
お
い
て
、
当
時
の
セ
イ
ロ
ン
大
学
教
授
マ

…　

宴
宴
Z
ー
ケ
ラ
博
士
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て

…　

ﾝ
立
さ
れ
た
。
そ
の
年
コ
ロ
ン
ボ
で
第
一
回

…　

v
F
B
大
会
を
開
催
。
以
来
、
二
、
三
年
毎

…　

ﾉ
世
界
の
仏
教
事
情
の
研
究
及
び
組
織
と
活

…
　
動
の
点
検
、
親
善
交
流
の
場
と
し
て
大
会
を

…
開
催
し
て
き
た
・
ネ
↑
ル
で
の
大
会
は
・

昭
和
三
十
一
年
の
第
四
回
大
会
に
続
き
、
二
　
　
…

度
目
の
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

今
大
会
の
テ
↓
・
ル
ン
ビ
〒
．
世
界
…

平
和
の
シ
ン
ボ
ル
」
は
・
第
四
＋
回
国
羅
…

会
に
て
一
九
八
六
年
を
・
国
際
平
翠
」
と
…

提
唱
し
た
こ
と
と
・
平
和
の
主
唱
者
で
あ
る
…

釈
尊
の
御
生
誕
の
地
と
し
て
自
ら
「
平
和
地
　
　
…

域
」
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
、
W
F
B
を
は
…

じ
め
世
界
の
国
々
の
支
持
を
受
け
て
き
た
ネ
　
　
…

パ
ー
ル
に
お
い
て
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
　
　
…

に
ち
な
ん
で
い
る
。
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
…

昭和62年3月1日

　
十
一
月
二
十
九
日
目
午
前
十
一
時
十
分
カ
ト

マ
ン
ズ
発
の
ロ
イ
ヤ
ル
ネ
パ
ー
ル
航
空
で
ル
ン

ビ
ニ
：
へ
と
向
か
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
小
田

原
首
席
、
野
口
全
仏
事
務
総
長
、
川
島
全
勝
総

務
部
長
、
小
峰
全
仏
国
際
文
化
部
次
長
。
な
お

加
藤
実
行
委
貝
長
は
都
合
に
よ
り
一
日
早
く
、

全
心
主
催
の
旅
行
団
と
共
に
ル
ン
ビ
ニ
ー
へ
向

か
っ
て
い
た
。

　
一
行
四
人
は
、
出
発
前
の
空
港
で
立
正
大
学

前
学
長
の
中
村
瑞
隆
師
と
出
会
っ
た
。
中
村
師

は
、
カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
ゥ
へ
行
く
為
、
約
三
週
間

赤
々
と
も
る
「
平
和
の
灯
」

前
よ
り
カ
ト
マ
ン
ズ
に
滞
在
し
て
い
た
と
の
こ

と
。
そ
の
後
の
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。　
バ
イ
ラ
ワ
空
港
よ
り
ル
ン
ビ
ニ
ー
へ
向
か
う

ま
で
の
道
路
は
約
八
割
が
舗
装
済
み
。
空
港
よ

り
ル
ン
ビ
ニ
：
ま
で
の
所
要
時
間
は
年
々
短
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
行
は
ル
ン
ビ
ニ

ー
到
着
後
、
現
地
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
委
貝
会

事
務
所
の
サ
ン
カ
チ
ェ
氏
の
案
内
に
よ
り
ジ
ー

プ
に
乗
っ
て
約
三
時
間
視
察
し
た
。

　
現
地
の
様
子
を
と
り
ま
と
め
て
報
告
す
る
。

☆
ス
リ
ラ
ン
カ
に
よ
る
巡
拝
者
宿
泊
施
設
は
、

現
在
基
礎
工
事
を
完
了
し
、
八
十
八
年
一
月
に

完
成
予
定
。

☆
電
気
に
つ
い
て
は
、
変
電
所
が
で
き
て
お
り
、

現
在
は
第
一
段
階
と
し
て
七
〇
〇
K
V
A
の
電

力
が
可
能
。
ネ
パ
ー
ル
政
府
と
し
て
は
、
最
終

的
に
は
二
五
〇
〇
K
V
A
ま
で
も
っ
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

☆
水
道
に
つ
い
て
は
、
現
在
掘
り
井
戸
が
ニ
ケ

所
あ
り
、
一
ヶ
所
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
よ
り
の
二

千
五
百
ド
ル
（
約
四
百
万
円
）
の
寄
付
で
で
き

た
も
の
で
あ
り
、
二
ヶ
所
と
も
か
な
り
水
量
は

豊
富
で
あ
る
。

☆
イ
ン
ド
政
府
に
よ
る
文
化
セ
ン
タ
ー
、
霊
友

会
に
よ
る
図
書
館
は
、
基
礎
工
事
の
く
い
う
ち

が
完
了
し
て
い
る
。

☆
一
九
八
六
年
の
国
際
平
和
年
に
、
平
和
の
地

域
で
あ
る
ネ
パ
ー
ル
を
象
徴
す
る
「
平
和
の
灯
」

が
、
中
央
運
河
の
手
前
に
完
成
。
赤
々
と
灯
を

と
も
し
て
い
た
。

☆
中
央
友
情
橋
は
、
長
さ
八
十
六
メ
ー
ト
ル
、

幅
十
六
メ
ー
ト
ル
で
総
工
費
七
十
六
万
八
千
ド

ル
（
約
一
億
二
千
万
円
）
の
予
定
で
あ
る
が
、

ま
だ
工
事
は
始
ま
っ
て
い
な
い
。

☆
ネ
パ
ー
ル
を
訪
れ
た
中
国
仏
教
会
の
代
表
団

は
、
僧
院
地
区
に
中
国
の
堂
宇
を
建
立
す
る
こ

と
を
こ
の
た
び
ネ
パ
ー
ル
政
府
に
約
束
。

☆
法
華
ク
ラ
ブ
は
、
一
九
八
六
年
十
一
月
、
ル

ン
ビ
ニ
ー
に
お
け
る
ホ
テ
ル
建
設
の
為
、
ル
ン

ビ
ニ
ー
ト
ラ
ス
ト
と
借
地
契
約
を
行
っ
た
。

　
翌
日
三
十
日
は
大
雨
。
午
前
十
一
時
頃
よ
り

一6一
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ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
委
員
会
の
事
務
所
に
て
、
現

地
駐
在
の
ミ
シ
ュ
ラ
：
氏
よ
り
ル
ン
ビ
ニ
ー
に

於
け
る
過
去
の
考
古
学
調
査
の
報
告
及
び
、
現

地
説
明
等
を
聞
い
た
。
そ
の
後
午
後
三
時
発
の

飛
行
機
に
て
カ
ト
マ
ン
ズ
へ
と
戻
っ
た
。

　
二
日
間
と
い
う
短
い
期
間
の
視
察
で
あ
っ
た

が
、
た
し
か
に
工
事
等
の
進
行
状
況
は
、
二
年

前
と
比
べ
る
と
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
巡
拝
者
宿
泊

施
設
な
ど
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
進
ん
で
い

る
よ
う
で
あ
る
。
か
つ
て
ネ
パ
ー
ル
側
の
ル
ン

ビ
ニ
：
開
発
計
画
の
窓
口
で
あ
っ
た
ロ
ク
・
ダ

ル
シ
ャ
ン
氏
が
委
貝
長
で
あ
っ
た
ル
ン
ビ
ニ
ー

開
発
委
詩
会
が
解
散
。
そ
の
後
配
ャ
ネ
ン
ド
ゥ

ラ
殿
下
を
委
員
長
と
す
る
新
し
い
ル
ン
ビ
ニ
ー

…響

蝸
ﾘ

蜘鵡
購
．警
鶴
　
営
養

中
央
運
河
の
手
前
に
二
成
、
灯
を
と
も
し
た
「
平
和
の
灯
」

ト
ラ
ス
ト
が
そ

の
政
策
の
最
高

決
定
機
関
に
な

っ
た
わ
け
だ
が
、
従
来
ま
で
の
計
画
が
見
直
さ

れ
、
状
況
に
お
う
じ
て
は
部
分
的
で
は
あ
っ
て

も
、
計
画
の
変
更
が
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
全
盤
の
掲
げ
る
四

つ
の
事
業
を
も
う
一
度
腰
を
す
え
て
再
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

　
し
か
し
と
も
あ
れ
、
な
ん
と
い
っ
て
も
世
界

的
な
こ
の
計
画
を
成
就
す
る
為
に
は
「
ル
ン
ビ

ニ
ー
ト
ラ
ス
ト
」
が
し
つ
か
り
と
機
能
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め

基
礎
工
事
を
終
わ
っ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
の
巡
拝
者
宿
泊
施
設

饗
、

劇
団
疑
恥
究

に
は
今
回
の
第
十
五
回
W
F
B
大
会
に
て
決
議

さ
れ
た
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
計
画
へ
協
力
す
る
仏
教

徒
だ
け
に
よ
る
世
界
的
な
委
員
会
「
W
F
B
・

G
R
C
B
B
」
が
ル
ン
ビ
ニ
ー
ト
ラ
ス
ト
に
対

し
て
い
か
に
力
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
こ

れ
が
当
計
画
が
仏
教
徒
の
た
め
の
意
義
あ
る
開

発
計
画
と
し
て
成
功
す
る
た
め
の
大
き
な
キ
ー

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
全
仏
代
表
団
は
、
ル
ン
ビ
ニ
ー

を
訪
れ
る
前
に
カ
ト
マ
ン
ズ
の
ネ
パ
ー
ル
政
府

外
務
省
に
て
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
ト
ラ
ス
ト
の
事
務

局
長
で
あ
る
シ
ル
ワ
ル
氏
と
、
今
後
の
ル
ン
ビ

ニ
ー
ト
ラ
ス
ト
の
ル
ン
ビ
ニ
i
計
画
に
つ
い
て

の
方
針
等
に
つ
い
て
会
談
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
ル
ン
ビ
ニ
；
に
お
け
る
考
古
学
調
査
、
お

よ
び
僧
院
地
区
に
お
け
る
堂
宇
の
建
設
に
つ
い

て
ネ
パ
ー
ル
側
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
方
針
を

お
持
ち
で
す
か
？
」
と
い
う
加
藤
実
行
委
貝
長

の
質
問
に
対
し
、
シ
ル
ワ
ル
氏
は
、
「
現
在
考
古

学
調
査
に
つ
い
て
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
五
名
の
考

一7一
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古
学
者
等
に
よ
る
委
員
会
に
て
そ
の
方
針
に
つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
中
で
あ
る
。
そ
の
レ
ポ

ー
ト
が
十
二
月
中
に
は
ル
ン
ビ
ニ
ー
ト
ラ
ス
ト

の
方
へ
提
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ト
ラ
ス
ト

と
し
て
は
そ
れ
を
見
た
上
で
最
終
的
な
政
策
を

決
定
し
た
い
。
決
定
次
第
、
日
本
に
も
す
ぐ
連

絡
す
る
。
ま
た
僧
院
地
区
に
お
け
る
規
則
、
方

針
も
十
二
月
中
に
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
ル

ン
ビ
ニ
ー
ト
ラ
ス
ト
は
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
計

画
の
政
策
の
最
終
的
な
決
定
機
関
で
あ
る
θ
と

回
答
し
た
。

　
カ
ト
マ
ン
ズ
に
も
ど
っ
た
一
行
は
、
駐
ネ
パ

ー
ル
・
日
本
大
使
館
の
菊
池
一
等
書
記
官
に
会

い
、
ル
ン
ビ
土
圧
計
画
に
つ
い
て
意
見
を
聞
い

た
。　
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
に
世
界
的
に
貴
重
な
文
化
財

が
あ
れ
ば
、
ユ
ネ
ス
コ
も
政
府
も
、
発
掘
お
よ

び
出
土
品
の
保
存
の
た
め
の
援
助
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
日
本
政
府
は
、
文
化
無
償
協
力
と
い

っ
て
一
件
に
つ
き
五
千
万
円
を
限
度
と
し
て
協

力
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
に
は
ネ
パ
ー

ル
政
府
よ
り
の
要
請
が
必
要
で
あ
る
。
人
材
派

遣
に
つ
い
て
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
に
協
力
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ル
ン
ビ
ニ

i
県
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
既
に
U
N
D
P
、

日
本
政
府
等
も
取
り
組
ん
で
い
る
θ
と
菊
池
書

記
官
は
述
べ
た
。

　
こ
う
し
て
、
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
無
事

こ
な
し
た
代
表
団
一
行
は
、
十
二
月
一
日
、
阿

部
野
会
長
を
団
長
と
す
る
総
勢
三
十
九
名
の
全

仏
親
善
旅
行
団
（
W
F
B
ネ
パ
ー
ル
大
会
に
参

加
し
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
を
参
拝
）
の
待
つ
、
バ
ン

コ
ク
へ
と
向
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
国
際
文
化
部
次
長
　
小
峰
）

全
仏
創
立
三
十
周
年
記
念

五
泊
六
日
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い

　
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
「
全
日
本
仏

教
会
財
団
創
立
3
0
周
年
記
念
・
タ
イ
国
王
御
生

誕
6
0
年
祝
賀
ツ
ア
：
」
と
い
う
五
泊
六
日
の
タ

イ
国
巡
拝
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
広
く
参
加
者
を

募
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
本
年
は
、
タ
イ
の
国
王
プ
ミ
ポ
ン
陛
下
の
御

生
誕
6
0
年
。
そ
の
祝
賀
行
事
へ
の
公
式

招
待
状
が
全
日
本
仏
教
会
に
届
い
た
が
、

お
り
し
も
全
日
本
仏
教
会
は
今
年
が
財

団
創
立
3
0
年
に
あ
た
り
、
様
々
な
記
念

事
業
を
計
画
中
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
今

回
、
こ
の
御
鉢
を
大
切
に
し
て
、
記
念

事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
多
く
の
仏
教

徒
と
と
も
に
祝
賀
行
事
に
参
加
、
仏
教

聖
地
を
巡
拝
し
、
あ
わ
せ
て
両
国
仏
教

徒
の
友
好
親
善
の
増
進
を
は
か
ろ
う
と
、

こ
の
ツ
ア
ー
が
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。　
周
知
の
と
お
り
、
タ
イ
は
仏
教
国
で

あ
り
、
日
本
の
仏
教
徒
に
と
っ
て
は
、

ア
ジ
ア
の
中
で
も
格
別
親
愛
の
情
を
抱

く
国
で
あ
る
。
特
に
今
年
は
、
タ
イ
と

日
本
の
国
交
が
始
ま
っ
て
か
ら
ち
ょ
う

ど
百
年
目
。
「
日
・
タ
イ
修
好
宣
言
調
印

百
周
年
」
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
両
国
で

準
備
さ
れ
、
さ
ら
に
、
タ
イ
の
皇
太
子
殿
下
と

日
本
の
常
陸
宮
殿
下
に
よ
る
両
国
相
互
親
善
訪

問
も
予
定
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
今
年
は
日
本
、
タ
イ
両
国
で
の
相
互
の

関
心
は
急
速
に
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
意

味
か
ら
も
、
こ
の
ツ
ア
ー
は
大
変
時
局
に
か
な

っ
た
好
企
画
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
な
お
、
ツ
ア
ー
参
加
者
は
、
エ
メ
ラ
ル
ド
寺

院
等
で
行
な
わ
れ
る
予
定
の
祝
賀
行
事
に
出
席

で
き
る
。
ツ
ア
ー
の
日
程
等
は
次
の
と
お
り
。

旅
行
期
日
昭
和
6
2
年
5
月
9
日
㈹
～
1
4

　
　
　
　
　
　
日
㈱

旅
行
代
金
　
＝
二
八
、
○
○
○
円

募
集
人
員
百
名
（
最
少
下
行
人
員
3
0
名
）

募
集
締
切
日
噛
昭
和
6
2
年
4
月
1
0
日

　
　
　
　
（
但
し
、
満
員
に
な
り
次
第
〆
切
）

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
せ
ば
、

全
日
本
仏
教
会
国
際
文
化
部
ま
で
。

　
　
　
　
電
話
　
〇
三
（
四
三
七
）

九
二
七
五

日次 月日（曜） 紬　　各

㎜
交遍機関 日　　　　　　租

東京発 12：15 TG641 空略バンコックへ

1 5／9
i土）

バンコック着

i大阪発）

17：10

i11：10） （TG621） 着後ホテルへ

（バンコック着） （17：20） （バンコック．プレジデント象テル酒）

バンコック滞在 行事参加・市内観光

2 5／10
i日）

全貝で夕食会

（バンコック・プレジデントホテル泊）

バンコック滞在 行事参加・市内概光（水上マーケット等）

午後から自由行動

午後からオプショナルツアーへ出発

1．パタヤ2酒3日コース

m，000円

3 5／11
i月）

　「ロイヤル・タリフホテル泊、朝食付」

Q．チェンマイ2酒3日コース

35，000円

「オーキッド・チェンマイホテル泊、三

食付　行きタイ航空利用、帰りTH（タ

イ航空国内線）利用」

（バンコック泊）

バンコック滞在 自由行動

4 5／12i火）
（バンコック・プレジデントホテル酒）

バンコック滞在 自由行動

5 5／13
i水）

サヨナラパーティ

（バンコック・プレジデントホテル泊）

5／14 バンコック発 11：15 TG640 空路帰国の途へ

6 （木） 東京着

iバンコック発）

19：00

i10：40） （TG620） 通関後、解散

（大阪着） （19：55）
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全
仏
同
和
委
貝
に
委
嘱
さ
れ
て
一
年
半
に

な
る
。
皆
勤
と
は
．
い
か
な
い
が
、
で
き
る
か

ぎ
り
同
和
委
員
会
に
出
席
し
、
同
和
研
修
会

も
第
四
回
（
永
平
寺
）
第
五
回
（
本
願
寺
）

第
六
回
（
知
恩
院
）
と
、
三
回
参
加
し
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
四
仏
加
盟
教
団
の
、

同
和
問
題
へ
の
取
り
組
み
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

と
問
題
点
が
、
お
ぼ
ろ
げ
に
わ
か
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
不
勉
強
な
が
ら
、
の
ろ
の

ろ
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
同
和
推
進
の
努
力

　
　
　

を
つ
つ
け
た
い
と
思
う
。

　
日
蓮
宗
で
は
、
同
和
推
進
に
あ
た
っ
て
、

①
教
義
・
経
典
な
ど
歴
史
的
文
献
に
対
す

　
る
今
日
的
再
検

　
討
は
、
わ
れ
わ

　
れ
宗
門
人
自
身

　
の
主
体
性
と
社

　
会
的
責
任
に
お

　
い
て
取
り
組
む
。

②
あ
く
ま
で
教

　
団
の
主
体
性
と

　
自
立
性
を
堅
持

　
し
な
が
ら
、
宗
教
的
活
動
の
分
野
か
ら
部

　
落
差
別
解
消
に
努
力
す
る
。

と
の
原
則
を
立
て
、
こ
れ
に
従
っ
て
動
い
て

い
る
。
こ
の
原
則
に
つ
い
て
は
、
各
宗
派
の

方
に
も
、
ご
理
解
ご
同
意
い
た
だ
け
る
と
思

っ
て
い
る
。

　
し
か
し
現
在
、
外
に
発
表
で
き
る
、
目
に

見
え
た
取
り
組
み
の
報
告
が
で
き
な
い
の
が

残
念
で
は
あ
る
が
、
内
部
で
の
研
究
や
討
論

は
、
そ
れ
な
り
に
進
め
て
き
て
い
る
。
い
ず

れ
同
和
推
進
委
貝
会
を
組
織
し
、
教
団
内
に

同
和
推
進
の
徹
底
を
は
か
る
体
制
を
つ
く
る

こ
と
に
、
い
っ
そ
う
の
努
力
を
つ
づ
け
た
い
。

　
現
在
、
全
仏
同
和
研
修
会
で
は
「
業
論
」

が
検
討
さ
れ
、
深
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
来
、
仏
教
に
お
け
る
業
思
想
は
、
人
間

は
生
ま
れ
に
よ
っ
て
固
定
的
に
善
悪
尊
卑
が

あ
る
の
で
は
な
く
、
行
為
に
よ
っ
て
善
悪
の

結
果
が
生
ず
る
、
仏
道
修
行
の
善
業
善
因
に

よ
っ
て
成
仏
の
善
果
が
得
ら
れ
る
と
の
転
悪

戯
善
の
思
想
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
結
果
論
的
に
三
世
に

配
し
、
誤
っ
た
宿
命
論
で
、
現
世
の
苦
し
い●

　
亀

団
に
そ
の
尊
爵
は
な
い
か
、
検
討
反
省
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
し
か
し
、
そ
の
あ
や
ま
ち
を
く
り
か
え
す

ま
い
と
戒
心
す
る
あ
ま
り
に
、
「
善
因
善
果
悪

因
悪
果
」
「
三
世
因
果
」
「
因
果
応
報
」
な
ど
の

言
葉
を
使
う
ま
い
と
、
す
べ
て
否
定
す
る
こ

と
は
、
「
あ
つ
も
の
に
こ
り
て
、
な
ま
す
を
吹

く
」
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
仏
教
の
縁
起
の
法
と
い
う
の
は
、
一
方
向

へ
の
時
間
の
流
れ
の
中
で
因
↓
果
と
い
う
因

果
関
係
を
分
折
す
る
よ
り
は
、
「
こ
れ
あ
る
に

よ
り
て
、
か
れ
あ
り
」
と
い
う
心
元
相
関
の

存
在
の
構
造
を
見
る
の
が
主
で
あ
る
と
思
う

朋
業
論
を
考
え
な
が
ら
”

も

新
間
四
囲
（
日
蓮
家
現
代
泉
教
研
究
所
顧
聞
）

被
差
別
の
境
遇
は
前
世
の
業
の
結
果
で
あ
る

か
ら
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
の
だ
、
あ
き
ら

め
な
さ
い
、
仏
教
に
帰
依
す
る
こ
と
に
よ
づ

て
来
世
の
救
い
を
求
め
な
さ
い
、
と
説
い
て
、

差
別
を
助
長
し
て
き
た
側
面
が
、
日
本
近
世

の
布
教
の
歴
史
の
中
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
が
問
題
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　
自
分
個
人
は
そ
の
よ
う
な
説
き
方
を
し
た

こ
と
は
な
い
と
い
う
人
で
も
、
仏
教
教
団
全

体
の
歴
史
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
布
教
が
あ

っ
た
事
実
は
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
自
教

が
、
そ
れ
で
も
、
大
乗
仏
教
経
典
は
、
時
間

の
流
れ
に
即
し
て
因
縁
を
説
く
こ
と
を
重
視

し
て
い
る
、
と
私
は
受
け
取
っ
て
い
る
。

　
勝
義
諦
か
ら
い
え
ば
、
「
今
本
時
の
娑
婆
世

界
は
…
…
」
（
日
蓮
聖
人
）
で
、
今
現
在
の
瞬

間
、
こ
こ
に
い
る
こ
の
私
が
仏
と
同
体
で
あ

る
、
本
覚
の
成
仏
を
説
く
わ
け
で
は
あ
る
が
、

↓
方
便
の
導
き
と
し
て
は
、
時
に
応
じ
機
に

応
じ
、
過
現
未
三
世
に
わ
た
る
善
悪
の
因
果

応
報
を
論
ず
る
必
要
も
で
き
て
く
る
。

　
そ
の
場
合
の
問
題
点
を
二
三
考
え
た
い
。

一
つ
は
「
何
が
善
悪
か
」
で
あ
る
。
世
俗
の

規
準
に
よ
る
善
悪
で
な
く
、
仏
法
を
規
準
と

す
る
善
悪
で
あ
る
。
王
家
貴
族
に
生
ま
れ
る

こ
と
が
善
果
な
の
で
は
な
く
、
被
差
別
の
家

に
生
ま
れ
た
の
が
悪
果
な
の
で
は
な
い
。
法

華
経
寿
量
品
に

　
悪
業
の
因
縁
を
以
て
、
阿
僧
祇
劫
を
過
ぐ

　
れ
ど
も
、
三
宝
の
み
名
を
聞
か
ず
…
…

と
あ
る
が
、
仏
法
に
出
会
わ
な
い
、
仏
道
に

入
る
こ
と
が
で
き
な
い
境
遇
が
悪
果
と
い
え

よ
う
。
い
わ
れ
な
き
差
別
を
す
る
行
為
（
身

口
意
に
）
が
悪
業
悪
因
な
の
で
あ
っ
て
、
差

別
を
な
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
努
力
は
善
業

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
二
つ
に
は
、
前
生
は
一
つ
で
な
く
久
遠
劫

に
わ
た
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
世
の
一

つ
の
行
為
A
が
現
在
の
結
果
B
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
、
そ
ん
な
単
純
な
、
そ
こ
だ
け
切

り
と
っ
て
の
因
果
関
係
を
恣
意
的
に
推
定
す

る
こ
と
は
、
つ
つ
し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
過
去
の
業
の
果
報
は
す
で
に
現
わ
れ
き

っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
い
ま
快
適
な
立
場

に
い
る
人
も
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
こ
れ
か

ら
顕
現
し
て
く
る
大
悪
果
報
が
あ
る
か
も
し

れ
ず
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
過
去
の
業
を
具
体

的
に
云
々
す
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
教
化
の

さ
ま
た
げ
に
な
ろ
う
。

　
日
蓮
聖
人
は
、
自
分
に
ふ
り
か
か
る
苦
難

を
、
過
去
世
の
誘
法
の
罪
業
が
、
今
生
の
法

華
経
の
修
行
に
誘
い
出
さ
れ
て
滅
し
つ
つ
あ

る
の
だ
、
と
観
じ
ら
れ
た
一
深
い
宗
教
的
俄

悔
の
中
で
こ
そ
、
三
世
の
因
果
は
見
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一9一
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長
谷
川
正
浩
全
仏
顧
問
弁
護
士
に
聞
く

離
離
穀
雛
饗
藤
艦
へ
騰
…

…
す
る
問
題
を
、
長
谷
川
正
浩
全
会
顧
問
弁
護
士
に
石
川
全
　
…

…
仏
財
務
部
長
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
な
っ
た
。
今
回
は
法
…

…
律
相
談
を
お
休
み
し
て
、
特
別
記
事
と
し
て
こ
の
模
様
を
…

…
掲
載
す
る
。
（
文
責
社
会
部
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

都
会
で
は
二
回
目
の
税
務
調
査

石
川
　
宗
教
法
人
へ
の
税
務
調
査
が
年
々
厳
し

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
個
々
の

寺
院
へ
の
立
ち
入
り
調
査
、
あ
る
い
は
書
面
で

の
調
査
で
す
ね
。
先
生
も
相
談
を
お
受
け
に
な

る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
お
立
場

か
ら
み
て
、
現
状
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
の
か
、

ま
た
税
務
署
と
し
て
の
調
査
の
目
的
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
、
ま
ず
そ
の
点
か
ら
お
話
い
た
だ
き

長谷川正浩顧問弁護士

た
い
の
で
す
が
。

長
谷
川
　
全
国
的
に
調
査
に
は
幅
が
あ
る
よ
う

で
す
。
首
都
圏
や
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
の
大
都

会
、
そ
れ
と
地
方
で
は
、
若
干
様
子
が
違
い
ま

す
。
地
方
で
は
、
ま
だ
ま
だ
調
査
の
入
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
し
、
せ
い
ぜ
い
「
お

尋
ね
の
文
書
」
、
あ
る
い
は
年
末
調
整
の
文
書

を
送
る
だ
け
で
、
積
極
的
に
は
な
に
も
し
な
い

と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
ね
。
し
か
し

地
方
で
も
大
き
な
お
寺
で
は
、
増
差
と
い
っ

て
、
申
告
さ
れ
て
い
な
い
税
額
が
把
握
で
き
そ

う
な
と
こ
ろ
に
は
調
査
が
入
っ
て
い
る
よ
う
で

す
ね
。
大
都
会
に
お
い
て
は
、
昭
和
5
6
年
を
境

に
し
て
調
査
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
け
ど
、
そ

ろ
そ
ろ
一
巡
し
ま
し
て
、
二
回
目
の
調
査
が
始

ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
二
回
目
の
調
査

と
い
う
の
は
、
一
回
目
の
結
果
が
ど
の
程
度
改

善
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
と

い
う
意
味
で
す
ね
。
そ
れ
と
一
回
目
で
は
収
入

の
も
れ
が
主
た
る
調
査
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
が

二
回
目
で
は
損
金
の
調
査
で
す
ね
。
つ
ま
り
お

寺
本
来
の
活
動
の
損
金
と
し
て
、
適
切
で
な
い

も
の
が
損
金
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
、
よ

う
す
る
に
個
人
的
に
使
っ
た
も
の
を
損
金
に
挙

げ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
観
点

か
ら
の
調
査
で
す
。
ま
あ
、
二
回
目
は
き
め
が

細
か
く
な
っ
た
調
査
と
い
え
ま
す
。

　
席
貸
間
題
は
一
応
決
着

石
川
　
二
回
目
の
調
査
が
、
都
会
な
ど
で
お
こ

な
わ
れ
て
き
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
う
い
っ
た
中
で
、
い
ま
ま
で
課
税
対
象
に
な

ら
な
か
っ
た
も
の
に
ま
で
課
税
し
よ
う
と
す
る
動

向
が
あ
り
ま
す
ね
。
い
わ
ゆ
る
席
貸
問
題
で
す
が
。

長
谷
川
　
そ
う
で
す
ね
。
税
務
調
査
と
い
う
こ

と
で
、
こ
れ
も
全
般
的
な
特
徴
の
ひ
と
つ
と
思

え
る
の
で
す
が
、
つ
ま
り
新
し
い
課
税
関
係
が

お
こ
る
時
に
、
新
し
い
課
税
関
係
と
の
境
目
が

不
明
確
な
た
め
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
し
ま
う

ん
で
す
ね
。
席
貸
問
題
と
い
う
の
は
そ
の
典
型

的
な
も
の
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
お
堂
を
、

遊
興
、
飲
食
等
に
供
す
る
席
貸
し
か
収
益
事
業

に
な
ら
な
か
っ
た
の
が
、
昭
和
5
9
年
か
ら
、
そ

の
枠
が
は
ず
さ
れ
、
そ
れ
以
外
も
席
貸
業
に
な

る
場
合
が
で
て
き
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
席

貸
業
に
な
ら
な
い
の
は
、
檀
信
徒
に
貸
す
場
合

だ
け
で
、
他
宗
派
に
貸
し
た
場
合
そ
れ
は
席
貸

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
余
地
を
残
し
て

し
ま
っ
た
。
ま
あ
、
御
承
知
の
通
り
、
端
を
発

し
た
の
は
岐
阜
県
仏
教
会
の
管
内
の
税
務
所
が
、

お
葬
儀
に
お
堂
を
貸
し
て
い
る
場
合
、
そ
れ
に

課
税
す
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
ま
し
て
、
こ
れ

に
対
し
て
岐
阜
県
仏
教
会
の
税
理
士
さ
ん
が
非

常
に
強
く
反
発
さ
れ
、
こ
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
、
全
仏
に
持
ち
込
ま
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

石
川
　
え
え
、
そ
れ
が
持
ち
込
ま
れ
た
の
は
昭

和
6
1
年
の
5
月
で
す
ね
。
二
仏
に
は
そ
れ
ら
の

窓
口
と
し
て
、
税
務
委
員
会
が
あ
り
ま
す
が
、

対
象
に
な
っ
た
御
寺
院
の
方
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
き
お
話
を
伺
う
な
ど
、
協
議
を
重
ね
た
わ
け

で
す
が
、
最
終
的
に
浴
仏
と
国
税
庁
と
の
話
し

合
い
に
な
り
ま
し
て
、
昨
年
7
月
に
そ
の
件
に

つ
い
て
国
税
庁
に
洋
琴
と
し
て
の
申
し
入
れ
を

し
た
と
、
ま
あ
先
生
に
も
そ
の
時
に
は
、
お
い

で
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
結
果
に
つ
い
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て
ち
ょ
っ
と
お
話
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
。

長
谷
川
　
国
税
庁
も
お
忙
し
い
よ
う
で
結
論
が

で
る
の
に
か
な
り
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、

結
果
的
に
は
、
税
務
委
貝
会
の
御
努
力
に
よ
っ

て
我
々
の
要
望
（
別
掲
参
照
）
が
認
め
ら
れ
、

全
日
本
仏
教
児
島
の
税
法
の
解
釈
に
つ
い
て
国

税
庁
も
理
解
を
示
し
た
と
、
そ
の
よ
う
に
い
え

税
庁
と
全
日
本
仏
教
会
で
解
決
を
し
た
い
と
い

う
意
向
で
あ
り
、
そ
の
解
決
は
、
全
面
の
申
し

入
れ
に
そ
っ
た
形
で
解
決
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
そ

う
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
全
仏
と
し
て
は
、
国

税
庁
へ
の
要
望
事
項
と
、
こ
れ
に
つ
い
て
国
税

庁
側
が
一
応
理
解
を
示
し
た
と
い
う
こ
と
を
、

難
灘

購

1曝

る
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、
こ
の
席
貸
問
題
に
関
す
る
通
知
を
、

国
税
庁
が
末
端
の
税
務
署
に
ど
の
程
度
ま
で
伝

え
て
く
れ
る
の
か
、
率
直
に
い
っ
て
あ
ま
り
期

待
で
き
女
い
点
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
し
か
し
と

も
か
く
国
税
庁
と
し
ま
し
て
は
、
税
務
署
と
寺

院
の
間
で
の
席
貸
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
国

笹
憾

長谷川弁護士㊨と聞き手の石川全仏財務部長

の
ひ
と
つ
は
、

各
宗
派
、
仏
教
会
を
通
じ
て
、

末
端
の
寺
院
に
ま
で
知
ら
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

石
川
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
と

同
時
に
、
今
後
席
貸
問
題
で
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
た
場
合
は
、
と

に
か
く
全
日
本
仏
教
会
の
方
に

御
連
絡
を
い
た
だ
き
た
い
と
、

こ
う
い
う
こ
と
で
い
い
わ
け
で

す
ね
。

石
川
　
と
こ
ろ
で
、
席
貸
問
題

が
一
応
の
決
着
を
み
た
わ
け
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
な
に
か
と

課
税
対
象
が
広
が
っ
て
く
る
、

と
い
う
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

か
ね
。

長
谷
川
　
ま
あ
時
期
が
時
期
で

す
か
ら
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
方
向

か
ら
の
課
税
対
象
が
広
が
る
と

い
う
恐
れ
は
あ
り
ま
す
ね
。
そ

収
益
事
業
の
税
率
の
問
題
。
中

小
企
業
な
み
に
す
る
と
い
う
議
論
が
い
つ
も
で

て
く
る
。
二
番
目
に
は
、
席
貸
業
が
昭
和
5
9
年

度
か
ら
加
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
な
収
益
事
業
の
範
囲
の
拡
大
。
そ
れ
か

ら
も
う
ひ
と
つ
は
、
金
融
収
益
に
対
す
る
課
税

の
問
題
で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
三
つ
が
大

き
な
議
論
の
柱
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
、

今
回
新
た
に
で
て
き
た
問
題
が
売
上
税
で
す
。

宗
教
法
人
が
営
む
事
業
に
こ
の
売
上
税
が
か
か

る
か
、
か
か
ら
な
い
か
と
い
う
問
題
が
新
た
に

発
生
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
売
上
税
へ
の
危
具

石
川
　
今
後
、
こ
の
売
上
税
と
い
う
も
の
が
、

宗
教
法
人
へ
ど
う
い
う
形
で
影
響
し
て
く
る
の

か
、
大
変
大
き
な
問
題
で
す
ね
。
今
回
、
お
守

り
、
お
み
く
じ
、
お
札
に
売
上
税
を
か
け
よ
う

と
す
る
動
向
が
あ
り
、
心
配
し
て
い
た
わ
け
で

す
が
、
ま
あ
、
一
応
そ
れ
は
ま
ぬ
が
れ
た
と
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
か
ら
ね
。

長
谷
川
　
宗
教
法
人
本
来
の
活
動
に
か
か
る
収

軸ψ

入
が
売
上
税
の
対
象
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
と
、
こ
の
売
上
税
に
対
す
る
調
査
、
税

務
調
査
を
介
し
て
、
宗
教
法
人
本
来
の
活
動
に

国
家
が
介
入
す
る
余
地
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま

す
か
ら
ね
。
信
教
の
自
由
、
政
教
分
離
を
守
る

と
い
う
立
場
か
ら
は
非
常
に
問
題
が
あ
る
と
、

こ
う
い
う
こ
と
は
言
え
る
と
思
い
ま
す
ね
。

石
川
　
今
後
、
こ
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
我
々

は
目
を
離
さ
な
い
で
注
目
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
そ
れ
な
り
の
対
応
を
充
分
考
え
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
こ
う
い
う
段
階

な
ん
で
す
ね
。
決
ま
っ
て
か
ら
じ
ゃ
遅
い
で
す

か
ら
ね
σ

　
本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　
（
二
月
十
三
日
・
長
谷
川
事
務
所
に
て
）
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席
貸
間
題
t
関
す
る
国
税
庁
へ
の
要
望
事
項

（
課
税
し
な
い
場
合
）

一、

{
主
が
異
教
徒
で
な
い
場
合
は
課
税

　
　
し
な
い
。

二
、
異
教
徒
で
あ
っ
て
も

　
e
当
該
寺
院
の
本
尊
な
い
し
仏
堂
内
の

　
　
仏
菩
薩
を
勧
請
す
る
場
合

　
◎
主
宰
す
る
僧
侶
が
当
該
寺
院
の
本
尊

　
　
に
対
し
、
一
定
の
儀
礼
的
行
為
を
為

　
　
す
場
合

　
ω
当
該
寺
院
の
僧
侶
が
葬
儀
に
出
仕
す

　
　
る
場
合

　
　
は
、
課
税
し
な
い
。

　
※
異
教
徒
の
範
囲

　
　
神
統
、
神
社
神
統
、
キ
リ
ス
ト
教
系
、

　
　
回
教
系
、
新
宗
教
、
新
々
宗
教

　
　
（
全
仏
加
盟
宗
派
以
外
）

三
、
年
十
五
回
未
満
は
収
益
事
業
に
含
め

　
　
な
い
。

（
課
税
す
る
場
合
）

一、

精
v
に
つ
い
て
は
低
額
的
使
用
料
の

　
　
み
、
そ
の
余
の
燈
明
料
、
御
菓
子
料
、

　
　
布
施
、
寮
銭
は
含
ま
な
い
。

二
、
損
金
に
つ
い
て
収
入
按
分
（
減
価
償

　
　
却
費
、
宗
費
、
そ
の
他
）

　軸榊
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全
仏
新
年
懇
親
会

全6
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・
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蕊
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全
仏
新
年
懇
親
会
が
、
去
る
二
月
四
日
午
後

四
時
半
よ
り
、
京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
の
京
都
は
雪
も
よ
う
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
阿
部
野
竜
正
全
仏
会
長
、
全
仏
副
会

長
旧
師
を
は
じ
め
、
諸
宗
派
、
県
仏
、
諸
団
体

よ
り
総
勢
百
余
論
が
参
集
、
大
盛
会
と
な
っ
た
。

　
斎
藤
社
会
部
長
の
司
会
で
、
会
も
和
や
か
に

進
み
、
自
由
民
主
党
を
代
表
し
て
来
賓
と
し
て

駆
け
つ
け
て
く
れ
た
奥
田
幹
生
衆
議
院
議
員

（
写
真
）
も
会
を
大
い
に
盛
り
あ
げ
て
く
れ
た
。

　
今
話
題
の
人
、
天
台
座
主
山
田
恵
諦
老
師
も

出
席
。
取
材
に
き
た
N
H
K
テ
レ
ビ
の
ラ
イ
ト

を
浴
び
な
が
ら
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
に
つ

い
て
、
そ
の
支
援
を
強
く
訴
え
た
。

昭
和
六
十
二
年
三
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
三
月
号
　
第
三
二
六
号

訂
正
　
前
号
、
全
日
本
仏
教
会
の
賀
詞
広
告
に

お
い
て
、
常
務
理
事
の
高
藤
法
雄
師
を
誤
っ
て

「
高
橋
」
と
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
訂

正
す
る
と
と
も
に
、
つ
つ
し
ん
で
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
美
里
混
獲
厘
録
事
美

1
（
一
月
）
1

　
　
八
日

　
＋
四
日

　
二
十
日

二
十
一
日

二
＋
四
日

二
十
六
日

二
十
七
日

二
＋
八
日

二
十
九
日

三
十
日

一
（
二
月
）
1

　
　
四
日
　
理
事
・
評
議
貝
会

　
　
　
　
新
年
懇
親
会

　
七
日

　
十
日

十
六
日

十
七
日

十
八
日

二
＋
三
日

二
＋
五
日

二
十
六
日

二
＋
八
日

局
内
会
議

埼
玉
県
佛
教
会
新
年
会
出
席

自
由
民
主
党
大
会
出
席

局
内
会
議

宗
教
サ
ミ
ッ
ト
運
営
委
員
会
出
席

神
奈
川
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
i

同
宗
連
研
修
会
参
加

税
務
委
員
会

局
内
会
議

ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
会

基
本
法
連
続
講
座
出
席

神
奈
川
県
仏
新
年
会
出
席

全
日
仏
婦
修
正
会
出
席

タ
パ
氏
と
会
合

同
和
委
貝
会

日
宗
連
理
事
会

局
内
会
議

包
管
研

国
際
協
力
会
パ
ー
テ
ィ
ー
出
席

長
岡
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー

部
落
解
放
連
続
講
座
出
席

上
杉
佐
一
郎
出
版
記
念
の
集
い
出
席

第
一
回
人
権
啓
発
研
究
集
会
出
席

山一の「サンライン1は、ご家庭のパ

ソコンでリ刀レダイムの証券情報を

見ながらその場で売買注文もでき

る画期的なサービスシステムで玄

●リアルタイム株価などの証券情報が得られま魂

●株価チャートをご覧いただけます』

●ご家庭で株式の売買注文ができますら

ご利用時間　朝7：00～翌朝1：00
（日曜・祝祭日および第2・3土曜日はご利用になれません。）

娠平日8：00～18：00疑土曜（第2・3を除く）8：00－14：00

「サンラインJ専用お問合わせ電話（通話料金無料）

麿（局番なし）0120－001234

お近くの山一謹券でもお問合わせ・お申込みを承ります。

お気軽にご相談ください。
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’ρ一鐙券
〒104東京都中央区八重洲2の4の1
魯（03）276－3181（代表）

パソコンでリアルタ仏の証券情鞭や売買注文を。
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